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「
〝
イ
ン
ス
タ
映
え
〞
間
違
い
な
し
！
」

　

代
表
の
熟
山
竜
一
さ
ん
の
経
営
者
と
し
て
の
第
一
歩
は
ダ
イ
エ
ッ
ト

ジ
ム
を
兼
ね
た
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
。
幼
い
頃
か
ら
の
ボ
ク
シ
ン
グ
経
験

を
活
か
し
、
選
手
育
成
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
指
導
し
て
い

ま
し
た
。
食
事
を
し
な
が
ら
祝
勝
会
や
後
援
会
と
の
時
間
を
持
て
る
よ

う
に
と
居
酒
屋
「
み
の
り
」
を
始
め
た
の
が
２
０
１
６
年
の
こ
と
。
以

降
、
選
手
と
支
援
者
が
集
ま
る
場
と
し
て
、
ま
た
社
交
的
で
会
話
上
手

の
熟
山
さ
ん
を
慕
っ
て
く
れ
る
お
客
様
で
店
内
が
賑
わ
う
毎
日
で
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
り
、
居
酒
屋
は
休

業
や
営
業
時
間
を
短
縮
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。
「
飲

み
会
が
自
粛
さ
れ
続
け
て
い
る
な
か
夜
の
営
業
は
難
し
い
。
昼
の
営
業

で
何
か
な
い
か
」
そ
の
時
、
ふ
と
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
さ
れ
た

数
々
の
写
真
を
見
て
気
付
き
ま
し
た
。
「
今
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
情

報
発
信
す
る
時
代
。
『
イ
ン
ス
タ
映
え
』
す
る
よ
う
な
も
の
を
提
供
し

よ
う
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
女
性
、
パ
ン
ケ
ー
キ
は
ど
う
だ
ろ
う
」

　

し
か
し
、
イ
ン
ス
タ
で
話
題
に
な
る
ほ
ど
の
パ
ン
ケ
ー
キ
を
作
る
ス

キ
ル
も
、
発
信
力
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
『
フ
ラ
ン
チ

ャ
イ
ズ
』
で
す
。
「
ブ
ラ
ン
ド
力
に
よ
る
集
客
力
が
違
い
ま
す
。
ま
た

居
酒
屋
を
し
て
い
た
頃
の
お
客
様
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
顔
見
知
り

が
ほ
と
ん
ど
。
イ
ン
ス
タ
で
発
信
さ
れ
た
情
報
は
知
ら
な
い
人
も
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
で
き
る
。
そ
し
て
『
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

Ｒ
ｏ
ｂ
』
は
兵
庫
県
初
出
店

と
い
う
の
も
話
題
性
バ
ツ
グ
ン
で
し
た
」
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
力
の
強
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

昼
営
業
に
転
換
し
、
パ
ン
ケ
ー
キ
の
人
気
も
安
定
し
て
き
ま
し
た
が
、

ス
イ
ー
ツ
系
の
来
店
は
午
後
か
ら
が
多
く
、
昼
ど
き
（
10
時
〜
13
時
）

の
来
店
数
が
少
な
い
こ
と
が
気
に
な
っ
た
熟
山
さ
ん
は
「
こ
の
空
き
時

間
、
何
か
で
き
な
い
か
？
」
と
再
び
思
慮
の
日
々
を
過
ご
し
ま
す
。

　

そ
し
て
「
食
事
を
入
れ
よ
う
、
今
度
は
男
性
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
男
性

と
い
え
ば〝
肉
〞、
ハ
ン
バ
ー
グ
を
や
っ
て
み
よ
う
」
と
決
意
し
ま
す
。

そ
し
て
始
め
た
の
が
、
や
は
り
こ
ち
ら
も
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
『
本
気

ハ
ン
バ
ー
グ
』
。
食
事
提
供
を
始
め
て
み
る
と
、
熟
山
さ
ん
の
目
論
見

ど
お
り
・
・
・
か
と
思
え
ば
「
以
外
に
女
性
が
多
か
っ
た
」
と
嬉
し
い

誤
算
も
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ン
バ
ー
グ
を
食
べ
た
後
に
パ
ン
ケ
ー
キ
を
食

べ
る
『
Ｗ
喰
い
』
を
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

　

「
世
の
中
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
考
え
た
結
果
で
す
。
美
味
し

い
も
の
を
提
供
す
る
の
は
当
た
り
前
、
そ
れ
だ
け
で
は
今
の
お
客
様
は

満
た
さ
れ
な
い
。
今
の
時
代
、
そ
こ
に
プ
ラ
ス
さ
れ
る
の
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

す
。
お
客
様
の
お
腹
も
心
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
、
い
か
に
『
満
た
す
』
か
を
考

え
な
が
ら
、
今
後
は
店
舗
を
増
や
せ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」
力
強
く
話

す
熟
山
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
時
代
の
波
を
取
り
込
み
ま
す
。
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「今月の“こんな日”」

異業種交流会・女性会・青年部

「印刷物入札」　他

「誇りを持てる魅力的なまちづくりを」
　兵庫県東播磨県民局長
　　野北　浩三  さん

気象予報士×税理士　藤富郷のクラウドな話
「ロマンあふれる分水界」

こんなところに「加古川の魅力」

ご覧ください加古川商工会議所のホームページ https://kakogawa-cci.or.jp/
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事業所データ

◆代表者

　代表　熟山　竜一

◆所在地　

　加古川市加古川町河原１７８－１

◆電　話

　０７９－４３９－９０９９

◆ホームページ

　https://www.instagram.com/caferob_kakogawa_/

◆表紙写真

①（写真中央が熟山さん）

②フワシュワのパンケーキ、取り扱い

　は慎重に

③焦げ目で美味しさワンランクアップ

④大人気の台湾パンケーキ完成！

⑤専用の鉄板で熱々のハンバーグをご

　飯とともに。

みのりやま りゅういち
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特　集

　「かつめし」「鶴林寺」「日岡山公園の桜など、加古川には多くの魅力あふれるものがありますが、
今回ご紹介するのは加古川の隠れた魅力。あなたは知っていましたか・・・？

　「レガッタ」と言う言葉を聞いたことがありますか？レガッタとはボートやヨットなどの大会のこと。起
源は14世紀にベネチアで行われていたゴンドラ競漕で、原動力が無いボートなどを使って複数人が力を合わ
せて漕ぎ、勝敗を争うものです。
　実は加古川はレガッタのメッカ。はじまりは1990年、加古川青年会議所の「加古川発見発明委員会」が
何か新しい発見・発明はないか？と思案していたところ、委員会メンバーの一人が、知人から、大堰による
緩やかな川の流れを見て「ここでレガッタができるのでは？」と言われたことをきっかけに、「加古川でレ
ガッタ大会を開催する」ことを目標に動き始めました。
　早速、関西学生漕艇連盟から視察が訪れ、直線コースが取れるとの返事をもらい、その後に開かれた連盟
の会議にメンバーがプレゼン資料を持って出向き、１時間の熱弁をふるい、加古川での大会開催にこぎつけ
ます。思いついてから開催許可までの期間なんとたったの２週間。
　関係機関と綿密な打ち合わせを重ねて開催された関西学生漕艇秋季リーグ選手権は、現在３３回の開催を
重ねています。レガッタが行われているコースは、社団法人日本ボート協会の公認コースＢ級
（1,000m×5レーン）の認定を受けています。近年はボート競技以外にもカヌーの代表合宿が行われたり、
2021年には、リオオリンピックカヌーの銅メダリスト羽根田卓也さんを招き、一緒にカヌーを漕ぐイベン
トが開催されるなど、広く内外に認められるほどにまでなりました。
96年に建設された加古川漕艇センターでは、気軽に楽しめる機会
を広げようとボートの貸出や初心者向けの体験教室を開催していま
す。毎年夏には「市民レガッタ」も開催され300～400クルーが
参加する大会も今年30回目を迎え、レガッタは加古川を代表する
スポーツとなりました。
　今年も８月５・６日の２日間「加古川市民レガッタ」が開催され
ます。選手の力強い掛け声と華麗なオールさばきで川面を駆け抜け
る姿を是非ご覧ください。

「レガッタの歴史」

こんなところに「加古川の魅力」こんなところに「加古川の魅力」
知ってた？

「加古川とレガッタ」「加古川とレガッタ」

　加古川市は古くから将棋が盛んな地域で、子どもから
大人まで熱心な愛棋家が多く、様々な大会や教室が開か
れています。
　また、昭和58年に神吉宏充七段が加古川市で初めて
のプロ棋士となって以降、久保利明九段や井上慶太九段
などが続き、令和3年には11年ぶりに横山友紀四段がプ
ロ棋士となりました。全国のプロ棋士約160名のうち６
名が加古川ゆかりであることは稀なこと。加古川市では
「棋士のまち加古川」を掲げ、将棋を取り入れたまちづ
くりを進めており、その一環として「加古川青流戦」を

創設するなど棋士の
まちを広く全国に発
信するとともに将棋
の普及に努めていま
す。

　平成27年度からは市内の小学校の集会
やクラブ活動において、プロ棋士が講師
として小学校に出向き指導する「出前教
室」を開催、また令和３年度から小学校
の授業にプロ棋士を派遣する「将棋の授
業」を行っており、今年度は８校での実
施が予定されています。駒を手にキラキ
ラと目を輝かせて将棋盤に向かう子供た
ち。この中から将来、新たな棋士が誕生
するかもしれません。

　ヤマトヤシキ７階にある「かこがわ将棋プラザ」は、加古川の将棋ファンが集う場として親しまれていま
す。開催される将棋教室は定員オーバーするほど大人気。加古川の「将棋熱」がわかります。７月からは、
第36回アマチュア竜王戦全国大会で優勝した、慶田義法（けいだ よしのり）さんが定期的に駐在される予
定です。（くわしくは加古川ウェルネス協会ＨＰを参照）

　また、「将棋には興味あるけれど、対戦相手がいな
いから・・」と思っている方、一人でも大丈夫！この
将棋プラザではＡＩと対戦するソフトもあるんです。
ＡＩと対戦して勝った方には記念品をプレゼント！こ
れまでに小学生が一人勝っているそうです。あなたも
挑戦してみては？

加古川ゆかりのプロ棋士が6名も！！
「棋士のまち“加古川”」「棋士のまち“加古川”」

「レガッタの歴史」

加古川ゆかりのプロ棋士が6名も！！

「レガッタの歴史」

加古川ゆかりのプロ棋士が6名も！！

「かこがわ将棋プラザ」「かこがわ将棋プラザ」「かこがわ将棋プラザ」

　「かつめし」「鶴林寺」「日岡山公園の桜など、加古川には多くの魅力あふれるものがありますが、
今回ご紹介するのは加古川の隠れた魅力。あなたは知っていましたか・・・？

将棋プラザにあるAIソフト。
将棋プラザで販売されている「駒消しゴム」
全種類、購入する人もいるのだとか。　　　
　　　

サンライズ加古川前の時計台には
詰将棋盤。

加古川駅南側に設置され
ているベンチ。実際に将
棋をさすことができます。
　　　　　

写真：加古川市立漕艇センター提供
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特　集

「世界三大ピアノ」が加古川にある？！「世界三大ピアノ」が加古川にある？！

　「全てのピアノ音楽はベヒシュタインの為にのみ作曲されるべきだと思う」
の言葉を残したブラームスをはじめ、ドビュッシー、ラフマニノフ、バルトー
クといった偉大な音楽家に愛されてきました「ベヒシュタイン」。みずみずし
い音色とクラシカルな響きは「ピアノのストラディバリウス」と呼ばれるほど。

日本楽器（現ヤマハ）は、ベヒシュタイン社から技術者を招聘したり、河合小市（後に河合楽器設立）らを
技術研修目的に派遣するなどして、ピアノの設計をはじめ製造技術のノウハウ
を学んだと言われています。
　加古川ウェルネスパークのアラベスクホールで昨年度開催された「ベヒシュ
タイン」を弾くイベントは、クラシック専用ホールとして、すぐれた音響性能
を誇るホールで名器が弾けるとあり、申込開始後すぐに定員に達するほどの大
人気イベントとなりました。

　加古川市役所の数百メートル南にある松風ギ
ャラリーは、ハリマ化成㈱の創業者・長谷川末
吉氏が平成６年に市へ寄贈した施設。展示室で
は絵画展、ホールではコンサートなどが実施さ

れています。そのホールにあるのが「ベーゼンドルファー」です。ベーゼンド
ルファーは手作業で作られているため、年間製造数はわずか250台、世界に約
50,000台があるだけで、日本国内で見かける確率はそれほど高くありません。
長谷川氏が自らオーストラリアに赴き購入したこのピアノは、標準の88鍵よ
りも多い92鍵盤のモデルで、響板が広がり、共鳴する弦が増えたことにより、
中低音の響きが豊かなことが特徴です。

　127の特許を取得しグランドピアノの設計を完成させて近代ピアノ製造の基
礎を作り、独自の設計・製造工程で作るピアノは世界中で愛され、世界三大ピ
アノの中でも、多くのピアニストが弾いてきたのが「スタインウェイ」。保有
する加古川市民会館では、世界の名器を知ってもらおうと様々な取り組みを行

ってきました。その一つがスタインウェイを分解し音の出る仕組みなどを知るイベントです。その後のミニ
コンサートで名器スタインウェイを弾いたのが高砂出身で、映画「にしきたショパン」にも出演し、各方面
で活躍するピアニストの野々村 亜梨沙さんです。野々村さんは、加古川市が保有する「世界三大ピアノ」を
弾きくらべるイベントのアイデアを出すなど、ピアノを通じた音楽文化の啓蒙に努めています。　　　　　
　　　

端の黒い鍵盤が標準より多い鍵盤。

　スタインウェイは、高音域の繊細でクリアな音色
と中低音域の豊かで美しい音色を持ち合わせ、世界
中の多くのピアニストから支持を得ている素晴らし
いピアノです。名器が奏でる素敵な音色を加古川市
民会館でお聴きいただきたいです。コンサート開催
の折には是非お越しくださいませ。

　　　　　　　　　「C. Bechstein（ベヒシュタイン）」

　　　　　　　　　「Bösendorfer（ベーゼンドルファー）」

　　　　　　　「Steinway & Sons（スタインウェイ・アンド・サンズ）」

　　　　　　　　　「C. Bechstein（ベヒシュタイン）」

　　　　　　　　　「Bösendorfer（ベーゼンドルファー）」

　　　　　　　「Steinway & Sons（スタインウェイ・アンド・サンズ）」

「知っとう？加古川」「知っとう？加古川」

　石棺仏のほとんどは近畿地方に分布し、その9割以上は兵庫県播磨地方、なかでも加古川流域を中心に加
西市、加古川市と、その周辺都市に集中していると言われています。
　その一つ、平荘町小畑にある「八つ仏」は、紀行番組で俳優が探しに来たほど、知る人ぞ知る「石棺仏」。
指定文化財にも指定されています。
　石棺は、家形石棺の蓋石で、蓋石の内側と縁部分に合わせて8体の尊像を彫り出しています。いずれも舟
形の輪郭を彫りくぼめた中に薄肉彫りしており、半月形の蓮華座の上に座る像高17.6センチメートルから
25.7センチメートルまでの坐像が配されています。内側上段の２体及び縁部の４体は定印の阿弥陀如来坐像、
内側下段の向かって右の像は捧珠持錫像の地蔵菩薩坐像と考えられ、向かって左の像は胸前に両手を合わせ
る或いは両手で鉢を持つように見える坐像で尊名は不詳です。
　鎌倉時代の石仏と比べると、表現に形式化が進みかけてい
るものの、近接する長楽寺墓地に立つ「六尊石仏（加古川市指
定文化財）」とともに、南北朝時代の大形で迫力のある石棺仏
として、注目されてきたものです。
　石棺材に複数の仏像を彫り出したこのような形式の石仏は、加
古川地域の特色を示すものです。【加古川市教育委員会ＨＰより】
　

「石棺仏の多い地域！？」「石棺仏の多い地域！？」

　ＪＲ加古川駅からベルデモールに向かうと、足元には加
古川の名所を紹介した路面サインがあります。その横断舗
道手前には先に紹介した将棋のベンチ、左を見ると階段が
あり、良く見ると加古川の名物のイラストが描かれていま
す。カラフルな階段が明るく加古川を紹介しています。

「足元や、こんな所にも」「足元や、こんな所にも」

　別府町にある宝蔵寺の境内にあるオリーブ。
　明治12（1879）年、明治政府がフランスから日本で初めてオリーブの苗木を輸入し、
そのうち約600木が「神戸オリーブ園」に植えられました。このオリーブの苗木を多木
化学創業者の多木久米次郎氏が同園から譲り受け、宝蔵寺の境内に植えました。その後、
神戸オリーブ園は閉園となったため、現在は宝蔵寺に植えられているオリーブが日本で
最古のオリーブと言われています。

「日本最古！？」「日本最古！？」

野々村 亜梨沙さん

写真：加古川市民会館提供

加古川市民会館でスタインウェイを
弾く野々村さん　　　　　　　　　
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　本年４月に東播磨県民局長に着任さ

れた野北局長にお話を伺いました。　

　　　　　　　　

魅
力
あ
ふ
れ
る
東
播
磨

　

東
播
磨
県
民
局
の
勤
務
は
初
と
な
り
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
趣
味
な
の
で
空
き
時
間
を

見
つ
け
て
は
庁
舎
周
辺
を
歩
い
て
い
ま
す
が
、

加
古
川
駅
前
は
公
共
施
設
や
医
療
機
関
、
商

業
施
設
も
集
中
し
て
い
て
便
利
で
非
常
に
住

み
や
す
い
街
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
管
内
の

臨
海
部
に
は
先
進
的
な
も
の
づ
く
り
を
行
う

企
業
が
あ
り
、
穏
や
か
な
海
で
は
海
苔
の
養

殖
が
行
わ
れ
、
兵
庫
県
の
今
年
の
漁
期
中
の

収
穫
量
は
全
国
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
北
部

は
豊
か
な
自
然
が
広
が
り
農
業
も
盛
ん
で
主

に
加
古
川
市
産
の
デ
ュ
ラ
ム
小
麦
か
ら
作
ら

れ
た
パ
ス
タ
は
「
加
古
川
パ
ス
タ
」
と
し
て

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
東
播
磨

は
魅
力
あ
ふ
れ
る
街
で
す
の
で
、
私
た
ち
県

民
局
も
そ
の
魅
力
を
最
大
限
活
か
せ
る
よ
う

お
手
伝
い
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
も
の
づ
く
り
と
水
辺
」を
内
外
に
Ｐ
Ｒ

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行
で
こ
れ
ま
で
止

ま
っ
て
い
た
事
業
が
動
き
始
め
ま
す
。
今
年

度
は
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
を
活
発
に
行
い
地
域

の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

東
播
磨
南
北
道
路
（
東
播
磨
道
）
の
残
る

整
備
区
間
は
八
幡
三
木
ラ
ン
プ
以
北
と
な
り

ま
し
た
。
東
西
の
移
動
は
古
く
か
ら
道
路
が

発
達
し
て
い
る
一
方
、
南
北
に
つ
い
て
は
迅

速
な
移
動
が
な
か
な
か
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。
東
播
磨
道
が
完
成
す
れ
ば
、
交
通

の
流
れ
の
変
化
に
伴
い
人
の
流
れ
も
変
わ
り
、

も
の
づ
く
り
の
集
積
地
で
あ
る
地
域
経
済
に

及
ぼ
す
効
果
も
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

２
０
２
５
年
に
開
催
さ
れ
る
大
阪
・
関
西

万
博
を
機
に
、
兵
庫
県
で
は
県
全
体
を
パ
ビ

リ
オ
ン
に
見
立
て
、
魅
力
を
発
信
す
る
「
フ

ィ
ー
ル
ド
パ
ビ
リ
オ
ン
」
を
展
開
し
ま
す
。

地
域
の
「
活
動
の
現
場
そ
の
も
の
（
フ
ィ
ー

ル
ド
）
」
を
、
地
域
の
方
々
が
主
体
と
な
っ

て
発
信
し
、
多
く
の
人
に
来
て
、
見
て
、
学

び
、
体
験
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
例
え

ば
「
い
な
み
野
た
め
池
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な

ど
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
す
。
兵
庫
県
は
た

め
池
の
数
が
全
国
１
位
で
、
東
播
磨
県
民
局

で
は
か
ね
て
か
ら
地
域
振
興
室
に
”
水
辺
地

域
づ
く
り
担
当
”
を
置
い
て
た
め
池
へ
の
理

解
を
深
め
た
り
、
利
活
用
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
た
め
池
そ
の
も
の
を
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
に
見
立
て
、
こ
こ
で
し
か
な
い
も

の
を
「
見
て
・
学
ぶ
・
体
験
す
る
」
フ
ィ
ー

ル
ド
パ
ビ
リ
オ
ン
の
先
駆
け
と
も
言
え
る
取

り
組
み
で
、
地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
え

る
良
い
機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

魅
力
を
知
る
の
は
ま
ず
住
民
か
ら

　

地
域
資
源
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
い
っ
て

も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
の
は
一
朝

一
夕
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
機

会
を
逃
さ
ず
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
一
つ
で
は
弱
く
て
も
工

夫
し
て
複
数
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
人
を
呼

べ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

ま
ず
は
住
民
の
皆
さ
ま
に
こ
の
ま
ち
の
住
み

や
す
さ
を
実
感
し
、
た
く
さ
ん
あ
る
魅
力
を

知
っ
て
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

大
人
に
な
っ
て
市
町
外
へ
出
て
も
、
い
つ
か

ま
た
戻
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

お
手
伝
い
を
約
４
０
０
名
の
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
お
手
伝
い
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

誇
り
を
持
て
る

　
　
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

誇
り
を
持
て
る

　
　
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

兵庫県東播磨県民局長

野北　浩三  さん
のぎた こうぞう
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「第69回優良従業員表彰」を実施
　６月１日、加古川プラザホテルにおいて「第69回優良従業員表彰式」が開催され、会員企業から推薦
を受けた41事業所71名の受賞者が表彰されました。
　受賞者を代表して、㈲アド恵広の松下そよ子さんは「この表彰を契機に一層の努力を重ね、能力また
技術の更なる向上に努め後輩の育成に努めていきたい」と決意を述べました。
　栄えある受賞された方は下記のとおりです。

氏名 事業所名 氏名 事業所名
（敬称略・順不同）

「第69回優良従業員表彰」を実施

釜谷紙業㈱

釜谷紙業㈱

㈱松竹酒舗

㈱フジヤ號

㈱フジヤ號

㈱ＹＫ商会

㈱大浦ミート

㈱大浦ミート

加古川水産㈱

加古川水産㈱

㈲きりしま産業

㈱ＡＬＣ

㈱ＡＬＣ ヘルパーステーションあえる

㈱ＨＥＲ

㈱ＨＥＲ

㈱ＨＥＲ

加古川卸団地（協）

社会医療法人社団順心会 介護老人保健施設 加西白寿苑

社会医療法人社団順心会 順心リハビリテーション病院

社会医療法人社団順心会 介護老人保健施設 白寿苑

医療法人社団せいわ会 たずみ病院

医療法人社団せいわ会 たずみ病院

社会福祉法人博愛福祉会

社会福祉法人博愛福祉会

ヘアーサロン Ｊ

㈲アド恵広

印南養鶏農業（協）

オークラ工業㈱

オークラ輸送機㈱

宏栄スプリング工業㈱

宏栄スプリング工業㈱

㈱神戸製鋼所加古川製鉄所

㈱神戸製鋼所加古川製鉄所

㈱神戸製鋼所加古川製鉄所

㈱神戸製鋼所加古川製鉄所

池嶋　友和

河野　雄二

吉田　征弘

芝本　圭吾

山口　雄大

倉増　英明

明石　麻美

土井　知佳子

佐藤　裕輝

水野　邦彦

森岡　史朗

岩本　隆子

三木　めぐみ

安保　剛博

内橋　謙太

福澤　佑亮

竹内　華代

繁田　早百合

堂場　恵美

中垣　奈々

玉木　広宣

沼田　ひとみ

黒田　はるみ

藤田　知枝

岡井　恭二

松下　そよ子

先田　久美

吉田　和広

佐藤　翔太

島名　利伸

森本　篤史

梅木　慎一

桜井　洋一

佐々木　孝裕

原　幸秀

岩田　英明

高田　健志

塩谷　篤己

中村　政弘

廣野　和摩

藤井　健弘

内波　悟視

髙部　元生

伊藤　靖彦

木村　和世

石田　顕譲

佐々木　亮

前田　秀樹

神木　良介

森本　洋輔

大篠　文子

豊崎　智美

中島　亨

西村　友明

大西　英嗣

常峰　明

足立　好洋

神吉　真代

小山　憲子

夏山　照男

中山　尚子

大柳　翔希

井上　陸

髙山　照夫

山下　さやか

田中　浩恵

森澤　秀道

森澤　幸也

堀内　梢

吉見　葉子

渡邊　さより

㈱シマブンコーポレーション生産事業部加古川事業所

㈱シマブンコーポレーション生産事業部加古川事業所

住友金属鉱山㈱播磨事業所

住友金属鉱山㈱播磨事業所

多木化学㈱

ニシカワ食品㈱

ネクスト・ワン㈱

ネクスト・ワン㈱

ハリマ化成㈱加古川製造所

ハリマ化成㈱加古川製造所

㈱二川工業製作所

㈱二川工業製作所

㈱二川工業製作所

㈱丸十

㈱丸十

ワシオ㈱

ワシオ㈱

ＳＨＯＷＡ ＧＲＯＵＰ㈱

ＳＨＯＷＡ ＧＲＯＵＰ㈱

㈱ＳＩＣ

㈱ＳＩＣ

オークラサービス㈱

オークラサービス㈱

㈱関工エンジニア

中村重機商事㈱

橋工芸㈱

ミズノテック㈱

三宅建設㈱

㈱圓陣

㈱圓陣

木下運輸㈱

三輪運輸工業㈱加古川支店

三輪運輸工業㈱加古川支店

社会福祉法人日の出福祉会

社会福祉法人日の出福祉会

社会福祉法人日の出福祉会
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大勢の参加者で埋まる会場

山本副会頭から団体優勝チーム代表にトロフィー授与

令
和
４
年
度
事
業
報
告
・
決
算
を
審
議

ー
常
議
員
会
を
開
催
ー

　

６
月
１
日
、
令
和
５
年
度
第
１
回

常
議
員
会
を
開
催
、
令
和
４
年
度
事

業
報
告
・
決
算
な
ど
、
通
常
議
員
総

会
へ
の
上
程
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

釜
谷
会
頭
は
「
観
光
振
興
を
地
域

経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
。
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
開
発
特
別
委
員
会

で
は
令
和
４
年
度
、
地
域
企
業
に
新

た
な
販
路
と
な
る
返
礼
品
へ
の
登
録

推
進
活
動
を
実
施
し
、
年
度
末
現
在

の
登
録
品
数
は
51
％
増
、
加
古
川
市

へ
の
納
税
額
も
81
％
増
と
早
く
も
成

果
が
出
て
い
る
。
今
年
７
月
、
ホ
テ

ル
１
階
に
観
光
協
会
事
務
所
が
入
居

す
る
の
を
機
に
、
観
光
や
地
元
企
業

の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
充
実
さ
せ

て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
理
事
の
選
任
を
行
い
、
新

た
に
左
記
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

【
理
事
・
事
務
局
長
】

久
保
田　

米
雄

現　

加
古
川
商
工
会
議
所　

事
務
局
長

　

（
任
期
）
令
和
５
年
10
月
１
日

　
　
　
　
　

〜
令
和
７
年
10
月
31
日

（順不同）新規会員のご紹介（令和５年２月１日～令和５年３月３１日）

自
身
の
経
営
論
を
講
演

ー
経
営
講
演
会
を
開
催
ー

　

５
月
22
日
、
㈱
町
お
こ
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
の
沼

田
昭
二
氏
を
講
師
に
「
業
務
ス
ー
パ

ー
創
業
か
ら
の
学
び
」
と
題
し
た
経

営
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

沼
田
氏
は
㈱
神
戸
物
産
の
創
業
か
ら

事
業
承
継
、
ま
た
㈱
町
お
こ
し
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
設
立
に
つ
い
て
の
自
身
の

経
営
論
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

 
ま
た
、

日
本
の
将

来
の
食
料

自
給
率
と

純
国
産
再

生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー

の
割
合
ア

ッ
プ
に
つ

い
て
の
取

り
組
み
、

耕
作
放
棄

地
の
農
地
再
生
・
道
産
子
（
馬
）
の

繁
殖
と
育
成
・
地
熱
業
界
の
開
発
促

進
と
地
熱
発
電
の
熱
水
利
用
・
掘
削

技
術
者
の
人
材
育
成
等
、
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
１
２
１
名

　

　　　　　　　　

上
位
入
賞
目
指
し
チ
ー
ム
一
致
団
結

ー
会
員
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
ー

　

６
月
19
日
、
ニ
ッ
ケ
パ
ー
ク
ボ
ウ

ル
に
お
い
て
第
15
回
会
員
交
流
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
、
30
チ
ー
ム

１
１
６
名
の
参
加
者
に
よ
る
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

18
歳
か
ら

75
歳
ま
で
の

幅
広
い
年
代

の
参
加
者
が

チ
ー
ム
の
仲

間
と
協
力
し

な
が
ら
熱
戦

を
繰
り
広
げ
、

ス
ト
ラ
イ
ク

や
ス
ペ
ア
が
で
る
と
、
あ
ち
こ
ち
で

歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

初
参
戦
の
事
業
所
か
ら
、
常
連
の

事
業
所
ま
で
、
１
人
２
ゲ
ー
ム
で
争

い
、
チ
ー
ム
戦
、
個
人
戦
の
上
位
入

賞
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

【
団
体
の
部
】

▽
優
勝
・
３
位  

㈲
原
溶
接
工
事

▽
２
位  
滝
川
工
業
㈱

【
個
人
の
部
】（
カ
ッ
コ
内
は
事
業
所
名
）

▽
優
勝  

岩
迫 
翔（
滝
川
工
業
㈱
）

▽
２
位  

富
永 

治
雄（
滝
川
工
業
㈱
）

▽
３
位  

切
貫 

隆
子（
㈲
原
溶
接
工
事
）

Ｆｅｌｉｔｉｔａ

Ｃｈｏｕｅｔｔｅ ｈａｉｒ ｄｅｓｉｇｎ

㈱クロダ空調

太陽海陸運輸㈱

㈱ａｉ－ｓｅｌｅｃｔ

満治療院

加古川町

平岡町

平岡町

別府町

高砂市

高砂市

美容室

美容サロン

空調機器整備・保守

運送業

生活雑貨小売（インターネット）

訪問鍼灸

事業所名 所在地 営業内容

ご加入ありがとうございます。
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女
　
性
　
会

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

５
月
24
日
、
令
和
５
年
度
定
期
総
会
、

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
女

性
会
の
歌
斉
唱
の

後
、
新
入
会
員
の

紹
介
、
続
い
て
令

和
４
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
、

令
和
５
年
度
事
業

計
画
、
収
支
予
算

に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
和
や
か
に

食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
己
紹
介
を

兼
ね
た
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
子
供
の
頃
の

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
や
、
意
外
な
特
技
を
持

っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
、
出
身
地
な
ど
を

答
え
、
出
席
者
一
同
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
近
況
報
告
も
交
え
て
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
最

後
は
記
念
撮
影
で
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
５
年
度
も
女
性
会
活
動
へ
の
ご

協
力
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
（
会
長 
中
尾 
る
み
子
）

　

令和５年度も力を合わせて活動します

　

５
月
16
日
、
令
和
５
年
度
の
定
時
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決

算
等
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り

承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
役
員
選
任
を
行
い
、
次
と
お

り
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
・

収
支
・
予
算
等
に
つ
い
て
審
議
の
う
え

承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

会　

長　

西
村 
雅
文

　

副
会
長　

岩
﨑 
小
百
合

　

副
会
長　

奥
村 

洋
一

　

理　

事　

井
岡 

徳
多
郎

　

理　

事　

石
野 

和
也

　

理　

事　

一
井
よ
し
み

　

理　

事　

楠
田 

光
生

　

理　

事　

長
谷 

川
輝
幸

　

理　

事　

春
木 

英
行

　

理　

事　

栁
川 

詔
一

　
会
計
監
事　

芝
本 

忠
雄

　
会
計
監
事　

小
原 

陵
太

　

顧　

問　

仲
上 

常
幸

　

顧　

問　

喜
多 

美
雄

新
役
員
を
選
任

ー
令
和
５
年
度
定
時
総
会
を
開
催
ー

自
己
紹
介
ゲ
ー
ム
で
和
気
あ
い
あ
い

ー
定
期
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
ー

　
異
業
種
交
流
会

会員の皆さん、おめでとうございます！

令和５年　加古川市功労者表彰　受章
【農業団体長として産業の振興に貢献】

　丸山　良作 様（農事組合法人志方東営農組合 代表理事）



14

テーブルごとのクイズで大盛りあがり

巨大バトンを抱えてリレー勝負

  
青
　
年
　
部

　

５
月
22
日
、
５
月
例
会
「
新
年
度
会 

繋
ぐ
絆
」
〜
希
望
あ
る
加
古
川
の
未
来

へ
〜
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

直
前
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
２
類
か
ら
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
市
長
を
は
じ
め
多
数

の
ご
来
賓
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
お
招
き
す

る
こ
と
が
で
き
、
総
勢
１
３
５
名
の
参

加
で
し
た
。

　

１
テ
ー
ブ
ル
に
８
人
掛
け
で
、
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置
も
な
く
久
し
ぶ
り

に
顔
の
見
え
る
例
会
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
名
刺
交
換
や
歓
談
時
に
は
た
く
さ

ん
の
交
流
が
う
ま
れ
、
笑
顔
が
見
ら
れ

た
こ
と
が
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
活
動
報
告
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
か
ら
始
ま
り
、
舞
台
上

で
令
和
４
年
度
の
岡
本
会
長
か
ら
令
和

５
年
度
の
竹
内
会
長
へ
会
長
だ
け
が
持

つ
金
バ
ッ
ジ
の
引
き
継
ぎ
の
様
子
を
披

露
し
、
前
年
度
か
ら
今
年
度
へ
バ
ト
ン

を
繋
ぎ
ま
し
た
。

　

役
員
紹
介
で
は
令
和
５
年
度
理
事
を

竹
内
会
長
か
ら
紹
介
し
、
ま
た
委
員
会

紹
介
の
時
間
で
は
６
つ
の
委
員
会
が

各
々
趣
向
を
凝
ら
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。

　

歓
談
時
に
設
け

た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歴
史

や
加
古
川
に
ち
な

ん
だ
ク
イ
ズ
で
は
、

超
簡
単
な
問
題
か

ら
、
知
っ
て
自
慢

し
た
く
な
る
よ
う

な
問
題
を
出
題
し
、

テ
ー
ブ
ル
ご
と
に

答
え
を
相
談
し
て

回
答
を
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
新
た

な
交
流
と
絆
が
深

ま
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
所
信
で
あ
る
Ｊ
ｕ
ｓ
ｔ 

ｆ
ｏ
ｒ 

ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
ｏ
ｎ
ｅ 

「
誰
か
の

為
に
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
胸
に
、
Ｙ
Ｅ

Ｇ
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
り
事
業
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
お

力
添
え
の
元
、
令
和
５
年
度
竹
内
一
真

会
長
の
新
体
制
を
お
披
露
目
で
き
た
こ

と
を
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
地
域
交
流
委
員
会　

大
橋　

裕
子
）

　

　

６
月
３
日
、
６
月
例
会
「
絆
を
深
め

て
目
指
せ
全
笑
！
気
合
い
だ
×
３
」
と

題
し
た
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
運
動
会
は
、
本
年
度
第
20
回
を
迎
え

る
商
工
祭
加
古
川
楽
市
に
向
け
、
メ
ン

バ
ー
同
士
が
絆
を
深
め
る
為
に
企
画
さ

れ
て
お
り
、
朝
か
ら
晴
天
に
恵
ま
れ
、

会
場
は
笑
い
声
と
歓
声
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

　

企
画
は
、
楽
市
運
営
委
員
会
が
担
当

し
、
各
委
員
会
の
チ
ー
ム
ご
と
に
分
か

れ
て
様
々
な
競
技
に
挑
み
ま
し
た
。

　

最
初
の
競
技
は
５
人
６
脚
の
競
走
で
、

各
チ
ー
ム
が
声
を
掛
け
合
い
、
息
を
合

わ
せ
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
様

子
を
見
て
い
る
だ
け
で
、
メ
ン
バ
ー
同

士
の
連
携
や
協
力
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
競
技
終
了
後
は
、
笑
顔
で
順
位

関
係
な
く
、
お
互
い
を
労
い
合
っ
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
次
の
競
技
の
ジ
ャ
ン
ボ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
や
玉
入
れ
競
争
、
リ
レ
ー

で
は
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
、
限
界
に
挑

戦
し
、
敵
味
方
関
係
な
く
声
援
の
言
葉

が
飛
び
交
い
、
勝
敗
よ
り
も
楽
し
さ
や

協
力
が
重
要
視
さ
れ
る
雰
囲
気
が
漂
よ

っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
会
で
は
競
技
の
中
に
、
加

古
川
楽
市
、
青
年
部
に
関
す
る
ク
イ
ズ

を
出
題
し
、
加
古
川
楽
市
や
青
年
部
の

知
識
な
ど
を
、
競
技
を
し
な
が
ら
、
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
例
会
終
了
後
は
、
銭
湯
で
懇
親

会
を
行
い
ま
し
た
。
お
風
呂
に
入
り
な

が
ら
、
感
想
や
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、

会
話
を
楽
し
む
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
同

士
が
自
然
と
距
離
を
縮
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

忙
し
い
日
常
生

活
か
ら
離
れ
て
、

参
加
者
全
員
が
子

供
の
よ
う
に
無
邪

気
な
気
持
ち
で
競

技
に
向
か
っ
て
い

る
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

全
力
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
メ
ン
バ

ー
の
団
結
、
絆
は
よ
り
深
ま
り
、
一
体

感
と
協
力
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し

た
。
今
後
の
青
年
部
の
活
動
を
盛
り
上

げ
る
一
助
と
な
り
、
心
温
ま
る
一
日
で

し
た
。

（
楽
市
運
営
委
員
会　

窪
田　

健
二
）

　

新
年
度
会
で
深
ま
る
交
流

ー
５
月
例
会
を
開
催
ー

全
力
で
動
き
、応
援
し
、笑
っ
た
運
動
会

ー
６
月
例
会
を
開
催
ー

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

各委員会の趣向を凝らしたＰＲ
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所報サービス
　

私
が
大
学
生
の
頃
の
こ
と
。
鉄
道

で
旅
を
し
な
が
ら
、
優
雅
に
流
れ
る

川
を
車
窓
か
ら
眺
め
て
い
ま
し
た
。

初
め
は
水
が
列
車
の
後
ろ
の
方
に
向

か
っ
て
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
流
れ
が
前
方

に
向
か
っ
て
い
る
と
気
が
付
き
ま
し

た
。
と
て
も
驚
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

が
「
分
水
界
」
を
知
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

　

分
水
界
と
は
、
水
が
異
な
る
川
に

流
れ
込
む
分
か
れ
目
の
こ
と
で
、
山

の
稜
線
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

「
分
水
嶺
（
れ
い
）
」
と
も
い
わ
れ

ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
て
流
れ

が
変
わ
っ
た
の
は
、
分
水
界
を
越
え

て
違
う
川
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
後
、
も
っ
と
分
水
界
を
調
べ

る
と
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
の
境

目
を
「
中
央
分
水
界
」
と
呼
ぶ
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
中
央

分
水
界
は
山
の
上
だ
け
で
な
く
、
歩

い
て
行
け
る
ま
ち
中
に
も
あ
る
と
分

か
り
、
訪
れ
て
み
た
の
が
「
水
分
れ

（
み
わ
か
れ
）
」
で
す
。
兵
庫
県
の

福
知
山
線
・
石
生
駅
の
近
く
に
あ
り
、

本
州
一
標
高
の
低
い
中
央
分
水
界
で

す
。
公
園
と
し
て
も
整
備
さ
れ
て
お

り
、
実
際
に
川
の
分
か
れ
目
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
日
は
ち
ょ

う
ど
雨
が
降
っ
て
い
た
の
で
、
同
じ

雨
で
も
違
う
海
域
に
流
れ
込
む
と
思

う
と
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
気
軽
に
見
ら
れ

る
中
央
分
水
界
が
あ
り
ま
す
。
長
野

県
の
小
海
線
・
野
辺
山
駅
付
近
で
は
、

Ｊ
Ｒ
最
高
標
高
地
点
が
ち
ょ
う
ど
中

央
分
水
界
に
な
り
ま
す
。
広
島
県
の

芸
備
線
・
向
原
駅
辺
り
に
は
、
水
が

分
か
れ
る
気
持
ち
を
表
し
た
「
泣
き

別
れ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
境
も
あ
り

ま
す
。
山
形
県
の
陸
羽
東
線
・
堺
田

駅
は
中
央
分
水
界
の
そ
ば
に
あ
る
こ

と
で
、
ま
さ
に
駅
名
が
そ
の
意
味
を

表
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
央
分
水
界
は
、
水
の
流
れ
を
変

え
る
だ
け
で
な
く
、
気
象
風
景
を
変

え
る
境
目
で
も
あ
り
ま
す
。
川
端
康

成
の
『
雪
国
』
の
冒
頭
「
国
境
の
長

「
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
分
水
界
」

い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で
あ

っ
た
」
で
も
知
ら
れ
る
上
越
線
の
清

水
ト
ン
ネ
ル
は
、
利
根
川
と
信
濃
川

を
分
け
る
中
央
分
水
界
で
あ
る
谷
川

岳
を
貫
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
と
出
口
で
は
、

ま
っ
た
く
違
っ
た
風
景
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。
現
在
の
清
水
ト
ン
ネ
ル
は
、

東
京
方
面
の
上
り
線
の
み
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
残
念
な
が
ら
『
雪
国
』

の
よ
う
な
景
色
を
見
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

同
じ
と
こ
ろ
に
降
っ
た
雨
が
、
わ

ず
か
に
ず
れ
る
だ
け
で
違
っ
た
川
に

流
れ
込
み
、
太
平
洋
と
日
本
海
に
分

か
れ
る
な
ん
て
、
ロ
マ
ン
が
あ
り
ま

す
よ
ね
。
お
近
く
の
分
水
界
を
探
し

て
み
て
、
一
度
訪
れ
て
み
る
の
も
い

い
で
す
ね
。

気象予報士兼税理士
藤富　郷

　気象予報士、税理士。
埼玉県三郷市生まれ。早
稲田大学大学院理工学研
究科修了。大学院在学中
に気象予報士に登録。日
本テレビ「スッキリ」に
気象キャスターとして出
演しながら税理士試験に
合格し、２０１６年に開
業。21年に越谷税務署
長表彰受賞。趣味の鉄道
では、鉄道イベント出演
や時刻表、鉄道模型雑誌
にコラムを寄稿。プログ
ラミングやダムにも造詣
が深く、“複業”として
得意を組み合わせて幅広
く活躍中。地元の「三郷
市ＰＲ大使」を務めるな
ど、地域との関わりも深
めている。

ふじとみ ごう
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返済中での借換や追加資金が必要な方などお気軽にご相談ください。公庫融資に関する様々なご相
談に応じます。
【日時】令和５年７月13日㈭10時～16時　　【場所】加古川商工会議所 １階展示ホール

【お問い合わせ】加古川商工会議所 指導課 TEL０７９－４２４－３３５５

●梅干しの日（30日）
　日付はこの頃になると新物の梅干が食べられるこ

とから。健康に良いことから、古くから「梅干しを

食べると難が去る」と言われ、７と３０で「ナンガ

サル」の語呂合わせも。また、この日の卯の刻（午

前６時から８時）にその年の恵方に向かって食べる

と気が高まり精気がみなぎるとされます。今年の恵

方は南南東

 バーベキューシーズン到

来！真夏の暑さの中でもター

プテントやミストシャワーな

どを設置したりと工夫をして、

涼しく快適にバーベキューし

てみてはいかがでしょう！

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”

●●●●●●●●●●●７月の会議所カレンダー７月の会議所カレンダー
日 曜日 行　　　事
3
4
5
7
11

月
火
水
金
火

広報委員会
ふるさと納税返礼品開発特別委員会
源泉所得税納付・申告巡回相談（西支所）
無料 法律相談
異業種 ７月度定例会、 会員委員会

●「個別経営相談会」は事前予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが、事前にお問合せください。
⇒日本政策金融公庫による「金融相談」はWEBミーティング形式での相談となりますので、事前予約が必要です。（※）
⇒「不動産相談」は当面の間【完全予約制】の【電話相談のみ】となり、７月21日㈮までに予約が必要です。（☆）
≪問合わせ・予約連絡先≫ ※印：加古川商工会議所　電話０７９－４２４－３３５５
 　　　　　　　　　　  　☆印：（一社）兵庫県宅地建物取引業協会 加古川支部　電話０７９－４２４－０８３２

日 曜日 行　　　事
13
18
21
25
【個別経営相談会】4・5・11・12・18・19・25・26日

木
火
金
火

一日公庫（金融相談会）
無料 金融相談
無料 法律相談、 加環研 環境講演会
無料 不動産相談

一日公庫～金融相談会～を開催します

令和５年６月１日現在

金　　　利

融資限度額
融　資　期　間

普通貸付
年1.94％～2.90％

※担保の有無等により異なります。
4,800万円以内

運転7年以内 設備10年以内

新型コロナウイルス感染症特別貸付
一時的に業況が悪化（売上減少要件に該当）し、かつ
中長期的に業況が回復し発展する見込みのある方対象。
借入当初３年間は基準金利0.9％
※４年目以降は、基準金利となります。
　運転設備資金20年以内
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新入会員紹介キャンペーン
「加古川プラザホテル・東京田村食事券2,000円」

を進呈いたします


